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平成25年 9月の役員･事務局活動状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地 域 班 担当理事 

北町、下保谷１、下保谷２ 堀 

栄町ひばりが丘北、東町 藤 倉 

中町１、中町２、富士町１ 古 屋 

富士町２、泉町２、保谷町３ 山 田 

住吉町、西原町１、西原町２ 小 松 

泉町１、保谷町１、保谷町２ 廉 内 

北原町、緑町、芝久保２、芝久保３ 柳 沢 

田無町１、田無町２ 小 倉 

ひばりが丘１・２、谷戸１、谷戸２ 渡 邊 

東伏見、柳沢１、柳沢２、新町 樽 井 

南町１、南町２ 藤 井 

芝久保１、向台町１、向台町２ 佐 藤 

月 日 内         容 
9 月 5 日 連合会長会議 

9 月 6 日 新入会員研修会 

9 月 17 日 入会説明会    

9 月 19 日 安全パトロール 

9 月 20 日 

新入会員面接 

第５地域常務理事・事務局長会議 

田無駅踏切監視ボランティア(9/21～30) 

9 月 25 日 理事会  (別掲) 

9 月 26 日 就業相談会 

 委員長 
(部会長) 

副委員長 
(副部会長) 

委     員 
(部  会  員) 

企画総務委員会(11人) 渡邊康生 藤倉厚生 古屋・佐藤・樽井・小倉・海老・大塚・河村・対馬・平田 

総務部会(7 人) 渡邊 藤倉 海老 洋 大塚光男 河村 譲 対馬明夫 平田 昇 

広報部会(7 人) 古屋貞子 佐藤勝司 小池宏一 齋藤武子 関 行裕 樋口明朗 ｵﾌ゙ ｻ゙ ﾊー゙  ー

研修部会(7 人) 樽井秀夫 小倉典子 今溝成久 菊池佳次 長谷川美佐保 平山紀美子 藤田文男 

事業推進委員会(9 人) 簾内正一 山田孝輝 横内・藤井・飯塚・北村・國井・杉山・福森 

事業推進部会(7 人) 簾内 山田 飯塚 満 北村武彦 國井敏幸 杉山輝雄 福森秦吾 

女性部会(7 人) 横内京子 藤井郁子 小畠節子 久保田みつ子 田村千代子 長尾月子 横山節子 

ボランティア委員会(7人) 柳沢 進 下田雅男 大沢道雄 鈴木 忠 原田富次 森本敏男 安松瑛哉 

安全管理委員会(12人) 

（H26.3.31 まで) 

堀 康隆 小松 啓 浅井信夫 今村 武 久保田みつ子 駒込 孝 重澤正晴 

  鈴木賢一 鈴木俊介 徳山 巌 星 昭臣 三浦健次郎 

 

見
直
し
後
の
新
組
織
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
10
月
早
々
に
は
、
澤
田
会

長
か
ら
委
嘱
を
受
け
た
新
委
員
、
部
会
員
に
よ
る
各
委
員
会
と
部
会
の
初
会

合
が
開
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
正
副
委
員
長
と
部
会
長
を
互
選
、
精
力
的
な
活

動
を
開
始
し
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
各
地
域
班
担
当
理
事
と
、
仕
事
別
グ
ル
ー
プ
担
当
理
事
も
一
部
変

更
し
ま
し
た
。
学
校
関
係
で
は
校
地
内
外
清
掃
、
学
校
施
設
管
理
、
学
童
交

通
擁
護
を
別
々
に
担
当
す
る
こ
と
を
改
め
、
こ
の
３
職
種
を
ま
と
め
て
複
数

の
理
事
が
担
当
す
る
こ
と
に
し
て
、
学
校
ご
と
に
対
応
が
で
き
る
よ
う
に
し

ま
し
た
。 

 

当
セ
ン
タ
ー
の｢

個
人
情
報
保
護
に
関
す
る
要
綱｣

を
要
約
し
、｢

方
針｣

に

ま
と
め
て
公
表
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
セ
ン
タ
ー
事
業
の
実
施
に
当
た
っ

て
は
、
高
齢
者
や
発
注
者
の
皆
様
の
個
人
情
報
を
利
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
が
、
そ
の
適
正
な
取
り
扱
い
を
内
外
に
宣
言
す
る
こ
と
で
、
皆
様

の
安
心
と
信
頼
に
つ
な
げ
て
行
こ
う
と
す
る
も
の
で
す
。 

安全を 家族が願う 行き帰り  

ニュース 

委
員
会
、
地
域
班
担
当
メ
ン
バ
ー
決
ま
る 

 
 
 
 
 
 

個
人
情
報
保
護
方
針
を
公
開 
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第
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回 
定
例
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事
会
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９
月
25
日 

開
催 

 

公  益 
社団法人 

   

平
成
25
年
度 

各 委 員 会 ・部 会 のメンバー   平成 25 年 10 月 1 日～27 年総会時まで 

 

狭 

心 

症 

７
月
２
日
、
朝
の
散
歩
中
に
、
突

然
胸
痛
が
起
き
、
苦
し
く
な
っ
て
そ

の
場
に
う
ず
く
ま
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。
こ
の
日
は
自
転
車
に
乗
っ
て

い
る
時
に
も
同
様
の
症
状
が
起
き
、

い
ず
れ
も
１
～
２
分
程
度
で
正
常

に
戻
り
ま
し
た
。 

翌
日
病
院
で
胸
部
Ｘ
線
検
査
、
CT

検
査
、
心
電
図
検
査
を
う
け
ま
し
た

が
、
病
名
は
判
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

症
状
か
ら
狭
心
症
の
疑
い
が
あ
る

と
の
事
で
、
す
ぐ
に
武
蔵
野
赤
十
字

病
院
の
循
環
器
科
の
医
師
に
電
話

で
予
約
を
し
て
頂
き
、
紹
介
状
を
持

っ
て
午
後
に
病
院
に
行
き
ま
し
た
。 

血
液
検
査
、
心
電
図
検
査
を
受
け

た
後
、
担
当
医
の
診
察
が
あ
り
、
狭

心
症
の
疑
い
が
あ
る
の
で
冠
動
脈

造
影
検
査
を
行
い
、
狭
窄
箇
所
が
あ

れ
ば
手
術
と
い
う
事
に
な
り
、
急
遽

そ
の
場
で
家
族
へ
の
連
絡
、
入
院
手

続
き
等
を
行
い
ま
し
た
。 

手
術
は
カ
テ
ー
テ
ル
を
右
手
首

よ
り
挿
入
し
１
時
間
弱
で
終
了
し

ま
し
た
。 

結
果
は
、
左
冠
動
脈
に
90
％
の
狭

窄
が
あ
り
金
属
ス
テ
ン
ト
4
㎜×

16
㎜
を
入
れ
ま
し
た
。
右
冠
動
脈
は

75
％
の
狭
窄
が
２
箇
所
あ
る
が
薬

の
投
与
で
様
子
を
見
、
２
ヵ
月
後
に

RI
検
査(

ラ
ジ
オ
ア
イ
ソ
ト
ー
プ)

を
す
る
事
に
な
り
ま
し
た
。 

翌
日
の
午
後
退
院
し
、
そ
の
後
経

過
は
順
調
で
す
。 

仕
事
を
６
日
間
休
み
、
職
場
の
人

た
ち
に
ご
協
力
頂
き
ま
し
た
。
ま
た

医
師
が
狭
心
症
か
ら
心
筋
梗
塞
へ

の
移
行
を
懸
念
し
て
、
す
ぐ
に
日
赤

を
紹
介
し
て
頂
い
た
こ
と
に
も
感

謝
し
て
い
ま
す
。 

私
の
狭
心
症
の
原
因
は
、
高
脂
血

症(

特
に
悪
玉
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
が

高
い)

な
の
に
食
事
の
注
意
や
薬
の

服
用
を
怠
っ
た
た
め
と
、
肥
満
、
ス

ト
レ
ス
、
過
労
だ
と
思
い
ま
す
。
他

に
高
血
圧
、
糖
尿
病
、
喫
煙
が
危
険

因
子
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

会
員
の
皆
さ
ん
の
ご
注
意
を
喚

起
し
、
少
し
で
も
参
考
に
な
れ
ば
と

記
し
ま
し
た
。 

 

（
堀 

康
隆
） 

  

 

   

 

ね
ん
り
ん 

地域班会議進行中 
 ９月を中心に各地域で班会議が開催されています。 

 今回は、各班とも先の理事･監事･班長合同会議で激

論された配布事業のことが大きなテーマとなってい

るようです。 

 現在の配布事業の実情は、配布者が他班の地域を受

け持つ等問題が多く、今後長い目で対応していかなけ

ればならないようです。 

 写真は中町 1・2 班の会議風景です。 

 地域班担当理事  (平成 27 年総会時まで) 

一
、
平
成
25
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
を
承
認
し
ま
し
た
。 

二
、
各
委
員
会
・
部
会
の
陣
容
が
決

ま
り
ま
し
た
。(

別
掲) 

三
、
地
域
班
担
当
理
事
の
一
部(

別

掲)

と
、
担
当
職
群
の
内
容
の
見
直

し
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

四
、
平
成
26
年
度
の
活
動
方
針
・
予

算(

案)

作
成
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が

示
さ
れ
ま
し
た
。 

五
、
地
域
合
同
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
が

10
月
16
日(

水)

午
後
、
田
無
庁
舎

市
民
広
場
で
行
わ
れ
ま
す
。 

六
、
個
人
情
報
保
護
方
針
を
確
認
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
ト
ラ
ブ
ル
の
発

生
時
の
経
済
的
負
担
に
備
え
、
保

険
加
入
も
検
討
し
て
い
ま
す
。 

七
、
定
款
に
従
い
、
代
表
理
事
お
よ

び
業
務
執
行
理
事
か
ら
25
年
4

月
～
7
月
分(

正
味
財
産
増
減
計

算
書
は
6
月
ま
で)

の
職
務
執
行

状
況
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。 

八
、
平
成
24
年
度
の
会
費
未
納
者

は
、
9
月
30
日
付
で
退
会
と
な

り
ま
す
。 

九
、
会
員
親
睦
旅
行
は
取
止
め
に
な

り
ま
す
。
会
員
数
に
比
し
て
参
加

人
数
が
少
な
い
た
め
で
す
。 

新
年
会
は
セ
ン
タ
ー
が
主
催
す
る

方
向
で
検
討
し
て
い
ま
す
。 

十
、
第
３
回
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
は
、

９
月
19
日(
木)

東
伏
見
・
柳
沢
駅

周
辺
の
美
化
、
喫
煙
マ
ナ
ー
推
進

事
業(

タ
バ
コ
ポ
イ
捨
て
防
止)

を

実
施
し
ま
し
た
。 

(
広
報
部
会)

 

新
組
織
へ
の
移
行
と
目
的
に
つ
い
て 

代
表
理
事
・
会
長  

澤
田 

壽
弘 

 

平
成
23
年
4
月
1
日
付
で
、
公
益
社
団
法
人
と
し
て

ス
タ
ー
ト
し
た
組
織
は
５
委
員
会
８
部
会
で
し
た
が
、
こ

れ
を
「
４
委
員
会
５
部
会
」
に
整
理
・
統
合
し
ま
し
た
。

そ
の
理
由
は
、
委
員
会
傘
下
の
部
会
の
所
掌
事
項
が
複
雑

に
交
錯
し
て
い
た
為
に
、
焦
点
が｢

ボ
ケ｣

て
し
ま
い
、
総

花
的
な
活
動
に
な
り
が
ち
で
あ
っ
た
か
ら
で
す
。 

 

新
組
織
に
お
い
て
は
、
理
事
は
１
委
員
会･

１
部
会
の

専
任
と
し
、
権
限
と
責
任
の
明
確
化
を
図
り
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
統
括
会
議
を
新
設
し
ま
し
た
。
構
成
員
は
４
委

員
会
の
委
員
長
と
三
役
で
す
。
統
括
会
議
の
設
置
目
的

は
、
西
東
京
市
SC
が
取
り
組
む
べ
き
諸
課
題
の
設
定
、
そ

れ
ら
の
優
先
順
位
を
付
け
、
課
題
解
決
の
迅
速
化
を
図
る

こ
と
等
の
進
行
管
理
を
行
う
こ
と
で
す
。 

 

班
組
織
の
活
性
化
は
、
最
も
重
要
な
課
題
で
す
。
地
域

班
担
当
理
事
と
地
域
班
々
長
と
の
ス
ム
ー
ス
な
連
携
プ

レ
イ
を
確
立
す
る
た
め
に
、
地
域
班
担
当
理
事
の
担
当
班

替
え
を
行
い
ま
し
た
。 

 

地
域
班
と
事
務
局
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
構

築
も
重
要
な
課
題
で
す
。
地
域
班
の
活
性
化
に
必
要
な

種
々
の
施
策
を
、
理
事
会･

統
括
会
議･

事
務
局
は
一
丸
と

な
っ
て
実
行
し
て
参
り
ま
す
。 

 
｢

自
主｣｢

自
立｣｢

共
働｣

「
共
助
」
と
い
う
SC
の
理
念
を

今
一
度
想
起
し
て
い
た
だ
き
、
会
員
皆
様
全
員
の
参
画
を

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

    

123 

10
月
24
日(

木)

13
時
半
か
ら 

セ
ン
タ
ー
会
議
室
で
開
催 

※ 

予 

約 

制 

ご
希
望
の
方
は
、
事
前
に
セ
ン
タ
ー 

事
務
局
ま
で
ご
連
絡
願
い
ま
す
。 

就業相談会 
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 作業名 ： 学童交通擁護 

 

人
は
だ
れ
で
も
、
歴
史
に
生
か
さ

れ
、
歴
史
を
考
え
、
歴
史
を
創
っ
て

い
く
、
そ
の
時
、
そ
の
場
所
で
刻
ま

れ
た
さ
さ
や
か
な
歴
史
。 

夏
も
い
つ
し
か
「
花
す
で
に
終
り

し
合
歓
（
ね
む
）

の
幹
に
来
て
つ
く
つ

く
ほ
う
し
声
か
ぎ
り
鳴
く
」
季
節
に

な
り
ま
し
た
。 

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
２
０
２
０

年
開
催
の
決
定
に
歓
喜
し
て
い
る
反

面
、
今
夏
は
異
常
気
象
に
よ
る
「
猛

暑
、
豪
雨
、
竜
巻
」
が
各
地
に
被
害

を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
震
災
と
と
も

に
早
い
復
興
を
祈
念
い
た
し
ま
す
。 

私
の
さ
さ
や
か
な
歴
史
は
、
セ
ン

タ
ー
に
お
世
話
に
な
っ
て
か
ら
の
歩

み
…
…
最
初
は
学
習
教
室
で
中
学
生

と
有
意
義
で
楽
し
く
学
習
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。 

後
に
広
報
部
会
へ
…
…
。
先
輩
の

方
々
か
ら
ご
指
導
を
い
た
だ
き
な
が

ら
、
Ｓ
Ｃ
ニ
ュ
ー
ス
の
作
成
を
し
て

き
ま
し
た
。毎
回
発
行
す
る
た
び
に
、

会
員
の
皆
さ
ん
に
情
報
が
有
効
に
伝

わ
る
か
を
真
剣
に
考
え
ま
し
た
。
そ

し
て
十
余
年
が
経
過
。
そ
の
間
に
印

象
に
残
っ
て
い
る
の
は
創
立
十
周
年

記
念
誌
の
手
伝
い
が
で
き
て
、
セ
ン

タ
ー
の
歩
み
を
知
り
「
理
念
」
の
大

切
さ
を
痛
感
し
ま
し
た
。
ま
た
ア
ス

タ
で
の
東
日
本
大
震
災
の
復
興
支
援

事
業
で
は
市
民
の
協
力
「
絆
」
の
大

切
さ
と
重
要
さ
を
感
じ
ま
し
た
。 

そ
の
他
、
新
年
号
、
全
戸
チ
ラ
シ

の
作
成
な
ど
様
々
な
思
い
出
や
考
え

さ
せ
ら
れ
る
こ
と
も
多
々
…
…
。 

最
も
心
痛
だ
っ
た
こ
と
は
、「
迅
雷

の
ご
と
く
悲
報
の
届
き
た
り
日
ざ
し

が
延
び
る
ひ
る
さ
が
り
か
な
」
…
…
。

長
年
、
部
会
で
は
お
世
話
に
な
っ
た

方
が
亡
く
な
ら
れ
た
時
悲
し
さ
と
淋

し
さ
に
し
ば
し
呆
然
と
し
ま
し
た
。 

そ
の
他
思
い
出
は
尽
き
ま
せ
ん

が
、
広
報
部
会
の
皆
さ
ん
本
当
に
お

世
話
に
な
り
ま
し
て
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
今
後
は
感
謝
と
セ
ン

タ
ー
の
理
念
を
大
切
に
し
て
日
々
生

活
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

（
北
町 

髙
木
義
一
） 

  

電
話
が
鳴
り
ま
し
た
。
お
昼
の
十

二
時
十
分
前
で
す
。
丁
度
野
菜
炒
め

を
作
ろ
う
と
、
中
華
鍋
を
熱
く
し
て

油
を
入
れ
、
野
菜
を
入
れ
た
と
こ
ろ

で
す
。
ウ
ワ
ー
、
タ
イ
ミ
ン
グ
悪
い
。 

 

☆
各
サ
ー
ク
ル
に
興
味
の
あ
る
方
は 

当
日
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

  

歩
く
会
（
第
８７
回
） 

 

林
試
の
森
公
園
～ 

自
然
教
育
園
を
歩
く 

 

１１
月
９
日
（
土
）
９
時
集
合 

 
 
 

JR
高
田
馬
場
駅
ホ
ー
ム
中
央 

  

Ｓ 

Ｋ 

Ａ
（
カ
ラ
オ
ケ
愛
唱
会
） 

 
 

お
あ
し
す 

13
時
～
17
時 

 

１０
月
１５
日
（
火
） 

１０
月
２２
日
（
火
） 

１１
月
９
日
（
土
） 

１１
月
１９
日
（
火
） 

１１
月
２４
日
（
日
） 

  

碁
遊
会
（
ル
ピ
ナ
ス 

９
時
～
12
時
） 

１０
月
２９
日
（
火
） 

１１
月
５
日
（
火
） 

１１
月
１２
日
（
火
） 

１１
月
１９
日
（
火
） 

 

さ
さ
や
か
な
歩
み 

退 

会 

さ
れ
た
方
々
で
す 

向
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芝
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鳥

 

三
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坂
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淡

路

ミ

ヨ
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移 
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さ
れ
た
方
で
す 

 

 

会

員

総

数

 

男 

性 
 
 
 
 

九
二
七
名 

女 

性 
 
 
 
 

四
六
三
名 

合 

計 
 
 

一
、
三
九
〇
名 

（
９
月
２５
日
現
在
） 

田
無
町
１ 

南

町

１ 

芝
久
保
町
３ 

豊

田

 
 

隆 

清

水

 

信

二 

松

村

 

邦

彦 

１０
月
就
業
の

配
分
金
は 

１１ 

月
１５
日
（
金
）
に 

 
 
 
 

振
り
込
ま
れ
ま
す 

サ
ー
ク
ル
掲
示
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新
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伏
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撤
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向
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英
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田

富

實

男 

加

藤

清

文 

小

林

ユ

キ
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浅

見

美

恵

子 

小

島 

和

代 

岡
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治 

声 

（こ 

え
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シニアのためのパソコン教室 
＊平成 25 年 11 月講座日程＊ 

講 座 名 開 催 日 申込期限 

無料講座 11 月 1 日(金) 午後 10 月 23 日 
入門講座 11 月 8･15･22･29 日午前 4回 10 月 29 日 

活用講座 
11 月 8･15･22･29 日午後各 4
回 

 

ﾜｰﾄﾞ初級 11 月 5･12･19･26 日午前 4回 10月 24日 
ｴｸｾﾙ初級 11 月 5･12･19･26 日午後 4回 10月 24日 
年賀ﾊｶﾞｷ教
室(本文) 

11 月 7日(木)午前 10月 28日 

年賀ﾊｶﾞｷ教
室(宛名) 

11 月 7日(木)午後 10月 28日 

 
詳細は下記へ資料をご請求ください 
 
宛先：西東京市シルバー人材センター パソコン班 
〒202-0013 中町 1-6-8 保谷東分庁舎内 ℡ 042-425-6611 

 

傷害事故 

事故 

発生状況 

就業が終わって小学校の職員室へ
業務終了の報告をして帰宅するた
めに校舎外階段を下りている最中、
滑って転倒した。尚、当日は雨で階
段がぬれていた。 

再発 

防止策 
階段の昇降時は足を滑らしたり踏み

外しを想定し、常に手摺につかまりな

がら十分注意して行動する。 

 

 

で
も
電
話
は
鳴
っ
て
い
ま
す
。仕
方

が
な
い
の
で
火
を
止
め
、受
話
器
を
取

り
ま
し
た
。
「
○
○
さ
ん
で
す
か
？
」

「
ハ
イ
」「
突
然
の
お
電
話
、
大
変
申

し
訳
あ
り
ま
せ
ん
。私
は
○
○
と
申
し

ま
す
。
こ
の
度
…
…
…
」
言
葉
は
て
い

ね
い
で
す
が
、要
す
る
に
セ
ー
ル
ス
の

電
話
で
す
。無
言
で
プ
ツ
ン
と
切
り
ま

し
た
。
大
急
ぎ
で
鍋
の
前
に
。
で
も
ベ

チ
ャ
ベ
チ
ャ
の
野
菜
炒
め
に
な
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。 

夕
飯
の
支
度
の
最
中
と
か
、す
ぐ
に
手

が
は
な
せ
な
い
時
な
ど
に
、こ
ん
な
こ

と
が
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
で
す
。 

  

 
 

セ
ー
ル
ス
の
電
話 

 

 

  ごみゼロ運動 会員４０１名が参加   （９月２８日） 

 季節の移ろいを感じるちょっと冷気を含んだ清々しい初秋の朝で

した。いろいろなごみを拾いながら、児童公園の近くを通りかかる

と、プラスチックの白い弁当箱と蓋があったので、「ごみだ」とそれ

を取ろうと思い脇の木陰を見ると、白と黒の斑の猫と思わず目が合

ってしまいました。その瞬間それはごみではなく猫のエサ入れだと

気付き確認すると水と餌が少し残っており、照れ隠しに、猫に「お

早う！」と声をかけて通り過ぎました。「人間は何でもごみにしてし

まう」と猫に怒られたような気がしました。 

 みなさんが元気に頑張って集められたごみは思った以上に多く、

その分、街はきれいになったのだと感じ、今朝の天気と同様に爽快

な気分でした。               （広報部会） 

第１３回 

西東京市民文化祭のご案内 
多くの皆様のご来場をお待ちしています。 
 

「展示の部」 

会 場：柳沢公民館（ロビー・視聴覚室） 

開催日：10 月 25 日（金）～10 月 27 日（日） 

時 間：10 時～17 時（最終日 16 時） 
 

「カラオケの部」 

会場：こもれびホール（サークルSKAが参加） 

開催日時：11月3日（祝・日） 9時40分～17時 

 （女性部会） 

第１３回 

西東京市民まつりへのお誘い 
 

日時：11月9 日（土）10 時～16 時 

11月10日（日）9時30分～15時30分 

場所：いこいの森公園（谷戸小学校隣り） 
 

当センターは女性部会が出店します 

北

町 

〃 

栄
町
・
ひ
ば
り
が
丘
北 

〃 

泉

町

１ 

井

田

 

正

夫 

川

合

三

智

夫 

塙

 
 

清

三 

吉

野

マ

リ

子 

山

﨑

 

紀

夫 

平成２５年  事 業 実 施 状 況 

７月分 受託件数 
就 業 人 数 

契約金額 就業率 
実人員  延実人員  延日人員  

公共事業 54  2,132 9,169 26,716,086 男 64.9 

民間事業等 532  1,737 5,742 20,112,224 女 66.5 

 合 計 586 904 3,869 14,911 46,828,310 計 65.5 
 

８月分 受託件数 
就 業 人 数 

契約金額 就業率 
実人員  延実人員  延日人員  

公共事業 47  1,502 6,945 23,525,099 男 64.0 

民間事業等 449  1,268 4,808 16,708,668 女 65.5 

 合 計 496 889 2,770 11,753 40,233,767 計 64.5 

 

 

慎
ん
で
追
悼
申
し
上
げ
ま
す 

南

町

１ 

柳

沢

２ 

鈴

木

よ

し

ゑ 

菅

澤

 
 

裕 

 

９
月
３０
日
付
の
退
会
者
は

次
号
に
掲
載 

 
 エコプラザ 家具リサイクル班の 

      ヒヤリ・ハット 

 朝夕、めっきり涼しくなり、仕事をするには一番やり

やすい季節になりました。 

 私たち、家具リサイクル班は、西東京市のゴミの減量

化と資源の有効利用を図るため、各家庭で不要になった

再生可能な家具等を無料で回収し、補修・清掃・金具等

の調整・簡単な塗装をして再度お客様に再生費及び配送

手数料として有償でお分けしております。 

 家具等の引取り、配送にはトラック（１ｔ車）を使用、

作業は男性３人体制で行っています。 

 タンス等重量のある物も多く、持ち上げる時は声を掛

け合って怪我の無い様に充分注意して作業しています。

車の運転も午前・午後交替制にして負担がかからないよ

う交通ルールを守り安全運転を心がけています。 

 ２年位前にタンスをお客様の家に配送した時に、洋間

の床を傷つけてしまい、補修工事でセンターに迷惑をお

掛けしたこともありました。その後はクレームの無い作

業を心がけています。 

 今後とも車の運転、家具の搬入・搬出時の作業手順等

も含め、ヒヤリハットの無い作業をしていこうと思います。 
 

        （安全対策推進員 今村 武） 

「
時
分
時
」
と
い
う
言
葉
は
死

語
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で

し
ょ
う
か
。
い
や
い
や
今
は
、

コ
ン
ビ
ニ
や
ス
ー
パ
ー
等
、
深

夜
も
営
業
し
て
い
ま
す
か
ら
、

時
間
に
「
け
じ
め
」
が
な
く
な

っ
た
流
れ
な
の
で
し
ょ
う
か
。 

い
や
、
人
が
居
る
時
を
ね
ら

え
と
ば
か
り
わ
ざ
と
そ
の
時

間
帯
に
合
わ
せ
て
電
話
を
か

け
て
く
る
の
で
し
ょ
う
か
。
そ

ん
な
こ
と
で
商
談
（
？
）
が
成

立
す
る
の
で
し
ょ
う
か
。 

 

ど
ち
ら
に
し
て
も
、
大
変
不

愉
快
で
す
。 

 

（
東
伏
見 

 

中
川
尭
子
） 

 

％ 

％ 

 


